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テキストマイニングによる女子学生の防犯行動の抽出＊
Extraction of Female University Students’ Crime Prevention Behavior Using 





The purpose of this report was to summarize major crime prevention behavior of female university students 
commuting from their home. Morphological and multivariate analysis were applied to 112 verbal data. As 
a result, the morpheme related to action after dark, and communication devices such as cellular telephones 
appeared frequently. 13 major behavior were extracted by hierarchical cluster analysis. Correspondence 
analysis showed following 5 clusters; 1) security item, 2) theft, including snatches, 3) burglar, 4) atrocious 
crimes occurring after dark, and 5) cellular telephones. Furthermore, it was indicated that female university 
students prevent atrocious crimes after dark by restraining their activities and social supports. Moreover, they 

















































による回避は「受動的回避」とされている23）。犯罪被害への心理的反応が“perceived risk of crime”





ク認知が防犯行動に影響を与えるとする risk interpretation model24）、リスク認知と犯罪不安が互いに


































重要犯罪 殺人，強盗，放火，強姦，略取誘拐 ･ 人身売買，強制わいせつ
街頭犯罪 路上強盗，ひったくり，街頭における強姦，街頭における強制わいせつ，街頭における略
取 ･ 誘拐，街頭における暴行 ･ 傷害 ･ 恐喝，乗り物盗
侵入犯罪 侵入強盗，侵入窃盗，住居侵入







112名による自由記述文の文字数について、ヒストグラムを Fig. 1 に示す。平均値は64.1（ 5 ％
トリム平均62.7）、標本標準偏差42.08、中央値53.5、最小値 2 、最大値224であった（単位は字）。
記述された防犯行動の個数について、ヒストグラムを Fig. 2 に示す。合計個数は403、平均値3.6
（ 5 ％トリム平均3.5）、標本標準偏差2.18、中央値 3 、最小値 1 、最大値10であった。最大値が10
になったのは、 1 人だけ欄外を利用して10個記述していたためである。行動 1 個あたりの平均文字
数は19.0（ 5 ％トリム平均18.5）、標本標準偏差9.59、中央値17であった。以上より、本研究の対









態素解析を行った。Table 1 に抽出された形態素の品詞、Table 2 におもな形態素とそれぞれの出現











品　詞 出現回数 品　詞 出現回数
名詞 917 形容動詞 38
動詞 839 感動詞 2
形容詞 185 否定の助動詞 188




順位 出現回数 形態素 品　詞 順位 出現回数 形態素 品　詞
1 186 ない 否定助動詞 31 17 持ち歩く 動詞
2 143 する 動詞 32 16 乗る 動詞
3 78 夜 名詞 32 16 変な 形容動詞
4 61 なる 動詞 32 16 知らない 動詞
5 60 歩く 動詞 35 15 行かない 動詞
6 59 帰る 動詞 36 14 カバン 名詞
7 40 遅い 形容詞 37 13 あまり 副詞
8 39 道 名詞 37 13 締める 動詞
9 36 人 名詞 37 13 メール 名詞
10 33 カギ 名詞 40 12 ブザー 名詞
11 32 携帯 名詞 40 12 ある 動詞
12 30 通る 動詞 40 12 少ない 形容詞
13 29 出歩く 動詞 43 11 車 名詞
14 28 電話 名詞 43 11 親 名詞
15 25 かける 動詞 43 11 つける 動詞
16 24 家 名詞 46 10 外 名詞
17 23 自転車 名詞 46 10 帰り 名詞
17 23 なるべく 副詞 46 10 番号 名詞
17 23 暗い 形容詞 46 10 防犯 名詞
20 21 サイト 名詞 46 10 夜道 名詞
20 21 来る 動詞 46 10 必ず 副詞
22 20 持つ 動詞 46 10 近づく 動詞
22 20 明るい 形容詞 46 10 出ない 動詞
24 19 人通り 名詞 54 9 ない 形容詞
24 19 怪しい 形容詞 54 9 危ない 形容詞
26 18 迎え 名詞 54 9 行動 名詞
26 18 常に 副詞 57 8 気 名詞
26 18 いる 動詞 57 8 女性専用車両 名詞
26 18 にる 動詞 57 8 入る 動詞










階層的クラスター分析によって得られたデンドログラム（Fig. 3 、平方 Euclid 距離、Ward 法）
を解釈可能性の高い短文が得られる距離1500で切断した。各クラスターから抽出される行動的反応
を以下に示す。




街頭犯罪（以下、罪種とその内容は Table 1 参照）に対する心理・行動的反応ということができる。
クラスター 3 は、「自転車」「乗る」「カバン」の 3 語で構成され、⑤「（カバンに注意して）自転車
に乗る」といった防犯行動が抽出される。これは、街頭犯罪、特に「ひったくり」に対する心理・
行動的反応ということができる。




クラスター 5 は、「カギ」「締める」「家」の 3 語で構成され、⑧「家のカギを締める」といった
侵入犯罪全般に対する防犯行動が抽出される。
クラスター 6 は、「防犯」「ブザー」「持ち歩く」の 3 語で構成され、⑨「防犯ブザーを持ち歩く」















態素を用いて、コレスポンデンス分析を行った。形態素を 2 次元平面上に布置したグラフを Fig. 4
に示す。
Fig. 4 　コレスポンデンス分析による形態素のポジショニング（横軸：成分 1 × 縦軸：成分 2 ）
Fig. 3 　階層的クラスター分析による形態素のデンドログラム





語群 形　態　素 クラスター 罪　種 クラスターから抽出された行動的反応
1 防犯，ブザー，持ち歩く 6 街頭犯罪 防犯ブザーを持ち歩く
2 カバン，自転車，乗る，家（Cluster 5 ） 3 街頭犯罪 自転車に乗る
（ひったくり） （カバンに注意して）自転車に乗る
3 カギ，締める 5 侵入犯罪 家のカギを締める
4 外，行かない，帰り，車，暗い，少ない 2 街頭犯罪 外出を控える
自動車で帰宅する
人通りが少なく、暗い道は通らない
迎え，来る，帰る，親 7 街頭犯罪 帰るときには親に迎えに来てもらう
夜，遅い，出歩く 8 街頭犯罪 夜遅くは出歩かない
道，通る，明るい，人通り，多い 10 街頭犯罪 人通りが多く、明るい道を通る
夜道，歩く 1 街頭犯罪 夜道を歩くときは…
5 知らない，番号，電話，出ない 9 サイバー犯罪 知らない番号の電話には出ない
変な，メール，サイト，怪しい，人，近づく 4 サイバー犯罪 変なメール、サイトには接続しない
街頭犯罪 怪しい人には近づかない
携帯，持つ 1 街頭犯罪 携帯を持つ
　① 語群の解釈
成分 1 と 2 の平面上に、5 つの語群が視認できる。第 1 象限にある語群 1 は、「防犯」「ブザー」「持
ち歩く」の 3 個の形態素で構成されている。第 1 象限と第 2 象限にまたがる語群 2 は、「カバン」「自
転車」「乗る」「家」の 4 個の形態素で構成されている。第 2 象限にある語群 3 は、「カギ」「締める」
の 2 個の形態素で構成されている。第 3 象限にある語群 4 は、「親」「帰り」「車」「外」「人通り」「道」
「迎え」「夜道」「夜」「歩く」「行かない」「帰る」「出歩く」「通る」「明るい」「多い」「遅い」「暗い」
「少ない」の19個の形態素で構成される。第 4 象限と第 1 象限にまたがる語群 5 は、12個の形態素「携
帯」「サイト」「電話」「番号」「人」「メール」「近づく」「出ない」「持つ」「怪しい」「知らない」「変な」
で構成されている。 5 つの語群とクラスター分析で抽出された13の防犯行動の対応関係を Table 4
に示す。
各語群が意味するところであるが、語群 1 はデンドログラム（Fig. 3 ）のクラスター 6 に対応し、
街頭犯罪への心理・行動的反応を表すものといえる。語群 2 はクラスター 3 に対応し、街頭犯罪、
特に「ひったくり」への心理・行動的反応といえる。語群 3 はクラスター 5 に対応し、施錠による
侵入犯罪への心理・行動的反応を表すものといえる。












































次にコレスポンデンス分析を行ったところ、成分 1 と 2 の 2 次元平面上に、 1 ）防犯ブザー、 2 ）
ひったくり、 3 ）施錠、 4 ）夜間の行動の抑制と他者のサポート、 5 ）携帯電話、不可解な事象を





















わらず、記述は全体の 1 割程度であった。GPS 機能つきの通報機器も安価になってはきたが、記
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